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パフォーマンスフィードバック
システム

榎本社労⼠が主宰する
⼈事制度の学校「認定コンサルタント」

人事制度の学校に「認定コンサルタント」
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「評価制度」なのに「評価をしない」訳ですから、
そこに⽭盾、課題は出てきます。

・給与や賞与はどうやって決めるの︖
・頑張ったことはだれが認める︖
・まだできないことへの本⼈の課題認識は︖
・何を⽬指して頑張っていく︖
・評価制度でやりたい、⼈材育成や動機付けはどうするの︖

等々、評価をしないとできないのでは︖というようなことが課題に
なってきます。

もちろん、何事にもメリット・デメリットはありますので、
必ずしも同じように課題部分を解消できるというわけではありません。
デメリットとなることもいくつか出てくることでしょう。

ただ、それ以上に「上司が部下を評価をする」ことを「仕事で任せない」
ことに、⼈事制度を運⽤していく上での⼤きなメリットがあるのです。
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「評価」は「査定」は⾏わず、パフォーマンス・フィードバックとする
「パフォーマンス・フィードバック」とは、
評価を⼊れずに、事実だけを伝えるフィードバックのこと。

従来の評価
能⼒あるね。80点
この能⼒が不⾜。40点
たくさんで素晴らしい︕
少なくて物⾜りない

事実の振り返り
この⾏動をした

この⾏動をしていない
30件実施した
5件実施した

点数をつけるような評価は⾏わず、こまめに事実の振り返りをします。

毎⽇ or 毎週 毎⽉ 毎年

事実のフィードバック
（他者・⾃⼰記録）

上司との共有
⼀ヶ⽉の振り返り

上司との共有
⼀年間の振り返り
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期中の記録（レコーディング）の具体的⽅法
① ⽬標（ゴール）に対しての具体的⾏動（プロセス）
に記載した内容を⼀覧にして記録していく

② スキル項⽬に関して、取り組んだことに対しての
記録をしていく

●毎⽇・毎週単位で記録をしていく
→パフォーマンス・レコーディング（P・R）

●そしてそれをグラフで振り返る
→グラフィック・フィードバック（G・F）
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毎⽇実施すること（パフォーマンス・レコーディングの実施）
P・Rの
実施

●毎⽇、３項⽬(例)のセルフマネジメントを⾏っていきます。
半期のスタート時に設定した「成果」「スキル」「姿勢」につながる、
具体的な「パフォーマンス」に対して、毎⽇どれくらい発揮したかを
記録していきます。（3項⽬⼀つずつでも、どれかが２つや３つになってもOK）

半期ごとに会社⽬
標（成果⽬標）が
設定されます

等級に応じて、
「必要なスキル」
「望ましい姿勢」
が設定されます。

【成果】 【スキル】【姿勢】

それぞれに繋がる
「パフォーマンス」
を毎⽉単位で
決めます

毎⽇単位で、
パフォーマンスを
発揮したかどうか
を⾃⼰記録します。5週分のシートに

なっています

週の⽬標を設定
します。
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毎週実施すること（グラフィック・フィードバックの共有）

G・Fの
共有

●毎週単位で、下記のシートを上司に提出・記録状況の共有を⾏います。
（※評価などはせず、お互いに事実の振り返りだけをします）
期⽇を設けることで、⾃⼰の記録や振り返りにしっかり取り組み、
継続につなげることが⽬的です。

週の合計が⾃動的
に集計されます。

グラフが⾃動で
⽣成されますの
で⾃⾝で振り返
りましょう。

上司は部下の
パフォーマン
スの状況を毎
週確認しまし
ょう。

評価や指導は
原則ここでは
⾏いません。

頑張ったこと
の承認はぜひ
⾏いましょう。



Copyright  Nextep Inc. All Rights Reserved.

Nextep

7

毎⽉実施すること（マンスリー・ミーティングの実施）

M・Mの
実施

●毎⽉単位で、⽇付を決めて上司・部下でミーティングを実施します。
ミーティングは⻑くても30分以内で、シートに記載の内容に沿って進めましょう。
ここでも評価は⾏いません。
会社⽬標に対して、このまま３つの項⽬を継続していくか、⼗分になったor⽬標
が変わった、などの理由で切り替えるかどうか、を話し合って決定します。

本⼈がミーティングの
ための資料を⽤意します。

⾃⾝で⾯談時に
項⽬の変更をした⽅が
良いかどうかを
考えておきます。

評価や指導が
ミーティングの⽬的では

ありません。
お互いに読んで

確認しておきましょう。

（頑張ったことの承認は
OK!）

⼿順に沿って
⾯談を実施し
ていきます。

⻑くても30分
以内とします。


